
和を以って、 心ひとつに We Serve
ガバナースローガン

写真：村井嘉浩宮城県知事を表敬訪問
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第
1
0
1
回
ラ
ス
ベ
ガ
ス
国
際
大
会 

2
0

1
8
年
6
月
29
日
～
7
月
3
日
ま
で
開
催
さ
れ

7
月
5
日
帰
国
。
空
港
で
映
し
出
さ
れ
る
豪

雨
に
よ
っ
て
氾
濫
し
そ
う
な
川
で
し
た
。 

6
月

28
日
か
ら
7
月
8
日
に
か
け
て
西
日
本
を
中

心
に
全
国
的
に
広
い
範
囲
で
記
録
さ
れ
た
台

風
7
号
お
よ
び
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
る
集

中
豪
雨
。
愛
媛
県
で
は
ダ
ム
が
満
水
に
近
づ

い
た
た
め
放
流
、
川
が
氾
濫
し
て
逃
げ
遅
れ

た
5
人
が
死
亡
、
高
知
県
安
芸
郡
馬
路
村
で

1
8
5
2.
5
㎜
、
期
間
内
の
雨
量
で
各
県
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

9
月
4
日
の
台
風
21
号
は
関
西
空
港
で
最
大

瞬
間
風
速
58.
1
メ
ー
ト
ル
。
大
阪
市
で
大
型

ト
ラ
ッ
ク
が
次
々
に
横
転
、
高
潮
も
加
わ
り
関

西
空
港
連
絡
橋
に
タ
ン
カ
ー
が
衝
突
し
連
絡
橋

が
中
破
と
生
々
し
い
映
像
が
。
特
に
近
畿
地
方

ラ
ブ
が
西
日
本
豪
雨
募
金
、
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
募
金
を
開
始
。
支
援
募
金
活
動
し
た
ク
ラ

ブ
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

3
3
2
―
Ｃ
地
区
は
会
員
の
減
少
が
深
刻
で

あ
り
ま
す
。
会
員
数
が
少
な
け
れ
ば
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
も
不
可
能
で
あ
り
、
会
員
増
強
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
強
化
の
た
め
の「
会
員
増
強
」は
、
国

際
協
会
や
地
区
か
ら
言
わ
れ
て
無
理
矢
理
や
ら

せ
ら
れ
て
協
力
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
嫌
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
会
員
増

強
で
は
な
く
所
属
ク
ラ
ブ
の
よ
り
よ
い
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
実
現
の
た
め
に
、
奉
仕
の
仲
間

を
増
や
し
て
歴
史
や
業
績
を
絶
や
さ
な
い
た
め

に
ク
ラ
ブ
継
承
者
を
み
つ
け
て
育
て
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

国
際
協
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ー

ム
、
Ｇ
Ｌ
Ｔ
（
指
導
力
育
成
）・
Ｇ
Ｍ
Ｔ
（
会
員

増
強
）・
Ｇ
Ｓ
Ｔ
（
奉
仕
）・
Ｆ
W
Ｔ
（
家
族
、
女

性
会
員
）
奉
仕
を
通
じ
て
2
億
人
以
上
の
人
々

の
生
活
を
変
え
る
た
め
に
会
員
数
を
1
7
0
万

人
に
増
や
し
、2
0
2
0
年
ま
で
に
50
万
以
上

の
会
員
に
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
目
標
は
高
く
、
実
践
は
足
下
か
ら
。

を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
あ
り
、
こ
の
恐
怖
の

さ
め
ぬ
中
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震 

9
月
6

日 

午
前
3
時
8
分 

震
度
7
。
今
回
の
地
震
で

は
厚
真
町
を
中
心
に
広
い
範
囲
で
土
砂
崩
れ
が

発
生
。
前
日
の
台
風
と
、6
月
～
8
月
の
降
水

量
が
平
均
の
約
1.
6
倍
と
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
土
壌
に
は
多
量
の
水
を
含
ん
で
い
た
こ
と
が

土
砂
崩
れ
に
つ
な
が
っ
た
と
、
防
災
に
詳
し
い

関
係
者
が
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
日
本
は
災
害
の
多
い
国
で
す
。
そ
の
為

に
備
え
が
大
事
で
あ
り
、
備
え
に
は
三
つ
あ
る

と
言
わ
れ
ま
す
。

①
物
の
備
え
。1
週
間
分
の
食
糧
や
水
の
備
蓄
。

②
行
動
の
備
え
。
家
族
で
避
難
場
所
の
確
認
、

　

地
域
で
の
防
災
訓
練
に
は
積
極
的
に
参
加
。

③
災
害
と
い
う
自
然
に
対
す
る
捉
え
方
。

　

自
然
の
力
に
は
思
い
通
り
に
な
ら
ぬ
天
候
、

　

気
候
に
対
す
る
心
構
え
。
地
域
は
目
ま
ぐ
る

　

し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
こ
か
で
必
ず
地
震
な
ど
の
災

　

害
が
起
こ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
三
つ
の
備
え

　

を
習
熟
し
、
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
最
小

　

限
に
食
い
止
め
る
備
え
で
す
。

　

宮
城
県
は
3.

11
を
経
験
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
災
害
に
素
早
く
反
応
し
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ガバナー通信

ガバナー
L.原

は ら だ

田 善
よ し ゆ き

征
（岩沼LC）
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会
員
維
持
増
強

	

●	

会
員
増
強
の
推
進

	

●	

異
業
種
交
流
会 
年
2
回
の
開
催

	

●	

会
員
増
強
コ
ン
テ
ス
ト

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

	

●	

若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

	

●	

糖
尿
病
啓
発
事
業

L
C
I
F
、
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
へ
の
献
金

	

●	

L
C
I
F
献
金
目
標 

$
1
5
0,
0
0
0

	

●	

合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
献
金
目
標 

3
5
0
万
円

青
少
年
健
全
育
成

	

●	

子
ど
も
た
ち
の
貧
困
対
策
へ
の
支
援

	

●	

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
、
薬
物
乱
用
防
止
活
動
の
推
進

	

●	

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
配
布
、
防
災
教
育
事
業
へ
の
支
援

何
事
を
や
る
に
も
同
志
の
精
神
と
融
通
性
、
協
調
に
よ
っ
て
諍
い
を
起
こ

さ
な
い
の
が
良
い
。
ど
ん
な
言
い
分
が
あ
っ
て
も
責
め
合
い
、
い
が
み
合

っ
て
ば
か
り
い
た
ら
、
い
く
ら
努
力
し
て
も
絶
対
に
叶
え
ら
れ
な
い
。

日　程 行　事
11/ 2 （金） GLT特別セミナー　13：30～

11/ 3 （土）
第2回会長交流会
於：TKPガーデンシティ プレミアム 仙台西口
10：00～

11/ 9 （金） 薬物乱用防止教育認定講師養成講座
於：メディアテーク　13：00～

11/13（火） 第2回名誉顧問会議
於：キャビネット事務局  12：00～

11/15（木）～
      18（日）

第57回OSEALフォーラム 
（中国・海南島）

11/18（日） 名取LC CN50周年記念式典
於：名取市文化会館

11/22（木） 第2回キャビネット会議
於：ホテル原田・岩沼　15：00～

11/23（金）
GLT委員会（異業種交流会）
第4回ゾーン対抗ボウリング大会
於：サンシャインボウル一番町

11/24（土） 石巻めぐみ野LC CN5周年
於：石巻グランドホテル
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（2018 年 10 月 5 日現在）

332-C地区関連 11・12月度の予定

ライオンズクラブ国際協会 332-C地区 2018〜2019

ガバナースローガンと地区運営方針

ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

地
区
運
営
方
針

和
を
以
っ
て
、
心
ひ
と
つ
に  

We  

Serve

和
す
れ
ば
成
り
、
争
え
ば
崩
れ
る
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ガバナー公式訪問

1R
1Z・２Z・3Z
9月26日（水）

仙台国際ホテル

HOST CLUB
1Z▶仙台五城LC
2Z▶仙台萩LC
3Z▶仙台青雲LC

1RC／L.扇 功
  （仙台萩LC）
1ZC／L.渡邊 俊弥
  （仙台五城LC）
2ZC／L.石月 正美
  （仙台萩LC）
3ZC／L.遠藤 誠
  （仙台青雲LC）

◆第1R 第1Z
仙台LC
L.橋浦 愛武
仙台五城LC
L.門馬 吉蔵 
仙台いずみLC 
L.廣本 浩二
仙台東LC
L.佐藤 洋
仙台泉中央LC
L.那須川 伸治

◆第1R 第2Z
仙台青葉LC
L.森岡 尚
仙台広瀬LC
L.生出 泉太郎
仙台萩LC
L.石月 正美
仙台結クラブ支部
該当なし
仙台瑞鳳LC
L.巴 健也
仙台杜LC
L.只野 久典
仙台シティLC
L.稲村 剛
仙台わかば支部
L.中嶋 英統
東北福祉大学LC
該当なし

◆第1R 第3Z
仙台エコーLC
L.佐藤 裕司
仙台宮城野LC
L.加藤 政志
仙台青雲LC
L.渡辺 エリ

 素晴らしい演奏で祝宴を盛り上げてくれた東北福祉大 吹奏楽部の皆さん

 式典の様子

 ガバナーアワード贈呈

扇功RCの挨拶 石月ZCの挨拶  渡邊ZCの挨拶 式典でご挨拶する原田ガバナー

第一副地区ガバナー
木川田明弘L

ガバナーへの花束贈呈
仙台杜LC会長 八木みつ子L 

祝宴開宴の挨拶をする332複合地
区ガバナー協議会議長 竹下直義L 
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８
月
23
日（
木
）ホ
テ
ル
原
田
i
n
さ
く
ら

に
お
い
て
第
一
回
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
が
開

催
さ
れ
、
事
務
局
員
ス
ク
ー
ル
、
三
役
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
式
典
、
祝
宴
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
三
役
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
ガ
バ
ナ
ー

よ
り
今
年
度
の
重
点
目
標
の
説
明
が
丁
寧
に

そ
し
て
熱
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

名
取
Ｌ
Ｃ
砂
金
喜
一
会
長
の
開
会
ゴ
ン
グ

に
よ
り
式
典
は
始
ま
り
ま
し
た
。
髙
橋
良
一

R
C
、
齋
藤
剛
生
Z
C
、
樽
見
正
志
Z
C
の

挨
拶
の
後
、
原
田
ガ
バ
ナ
ー
、
木
川
田
明

弘
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
の
重
点
項
目
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
ガ
バ
ナ
ー
ア
ワ
ー
ド
贈
呈
や
入
会
式
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

祝
宴
の
開
宴
の
挨
拶
は
、
蔵
王
Ｌ
Ｃ
古
山

孝
夫
会
長
の
後
、
永
冨
淳
次
第
二
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
の
ウ
ィ
サ
ー
ブ
の
発
声
で
懇
談
に
入

り
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
カ
ラ
オ

ケ
で
原
田
ガ
バ
ナ
ー
他
ラ
イ
オ
ン
が
見
事
な

美
声
を
披
露
し
、
会
場
は
拍
手
喝
采
で
大
変

盛
り
上
が
り
楽
し
い
懇
親
会
で
し
た
。
担
当

ク
ラ
ブ
の
名
取
Ｌ
Ｃ
・
蔵
王
Ｌ
Ｃ
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

2R
1Z・２Z
8月23日（木）
ホテル原田inさくら

HOST CLUB
1Z▶名取LC
2Z▶蔵王LC

2RC／L.髙橋 良一
  （山元LC）
1ZC／L.齋藤 剛生
  （名取LC）
2ZC／L.樽見 正志
  （蔵王LC）

◆第2R 第1Z
名取LC
L.佐藤 太
亘理LC
L.渡邉 重益
岩沼LC
L.安久津 隆
柴田LC
L.村上 智
大河原LC
L.井上 薫
丸森LC
L.船山 俊一
山元LC
L.木村 寛一

◆第2R 第2Z
蔵王LC
L.宍戸 弘子
川崎LC
L.小菅 淑人
白石益岡LC 
L.富岡 和弘
村田LC
L.阿部 薫
七ヶ宿LC
L.髙橋 良夫
蔵王サクラ支部
L.太田 富造

ガバナーアワードの表彰「おめでとうございます」

三役ミーティングの様子原田ガバナー入場

原田ガバナーの挨拶

滝口柴田町長も
駆けつけていただきました

永冨第二副地区ガバナー
ウィサーブのご発声

髙橋RCの挨拶

木川田第一副地区ガバナー

砂金名取LC会長の開会ゴング

樽見ZCの挨拶

内田キャビネット幹事より幹事報告

齋藤ZCの挨拶
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LION MIYAGI   2018年9・10月号 6

ガバナー公式訪問

3R
1Z・２Z
9月21日（金）

ホテルグランドパレス塩釜

HOST CLUB
1Z▶仙台いわきりLC
2Z▶富谷LC

3RC／L.笠原 公平
  （大和エコーLC）
1ZC／L.伊藤 睦裕
  （仙台高砂LC）
2ZC／L.齊藤 きえ子
  （富谷LC）

◆第3R 第1Z
塩釜LC
L.森川 祐子
多賀城LC
L.馬場 学
七ヶ浜LC
L.鈴木 一美
仙台高砂LC
L.大内 康弘
仙台いわきりLC 
L.阿部 建夫
利府LC
L.三浦 知則
仙台ニューポートLC
L.針生 信夫

◆第3R 第2Z
大和エコーLC
L.佐藤 潤
塩釜中央LC
該当なし
富谷LC
L.阿部 寿彦

 ガバナーアワード受賞の皆様おめでとうございます

 厳粛に式典は進みました

 三役ミーティングの様子 ガバナー入場

 伊藤ZCの挨拶 原田ガバナーより
今期方針のお話がありました

 笠原RCの挨拶

 菊地忍キャビネット会計
（岩沼LC）より会計報告

 記念アクティビティを発表する
仙台ニューポートLC  鈴木典征L

 齊藤ZCの挨拶
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4R1Z

4R2Z

9月6日（木）
石巻グランドホテル

9月11日（火）
南三陸プラザ

HOST CLUB
石巻LC
4RC／L.加藤 俊治
  （石巻日和LC）
1ZC／L.井上 一
  （石巻LC）

HOST CLUB
南三陸志津川LC
4RC／L.加藤 俊治
  （石巻日和LC）
2ZC／L.山内 一功
  （南三陸志津川LC）

石巻LC
L.鶴岡 昭雄
東松島LC
L.一條 宗夫
石巻中央LC
L.佐々木 喜藏
女川LC
L.伊藤 俊
石巻東LC　該当なし
石巻日和LC
L.加藤 俊治
石巻桃生LC
L.宇角 安弘
石巻河南LC
L.和田 重悦
石巻めぐみ野LC
L.佐藤 美佳
石巻アゼリア支部
L.狩野 節子

南三陸志津川LC
L.及川 博道
気仙沼LC
L.後藤 かおる
佐沼LC
L.三浦 義明
中田LC
L.鮱名 修

井上ZCの挨拶　 加藤RCの挨拶　 

ガバナー歓迎の挨拶
南三陸志津川LC
会長 工藤 泰彦L

加藤RCの挨拶 

山内ZCの挨拶

式典でご挨拶する
原田ガバナー

第一副地区ガバナー　
木川田 明弘L　 

式典でご挨拶する原田ガバナー　

　ガバナーアワード贈呈

三役スクール　

事務局員さんへ感謝を込めて記念品贈呈

ガバナーアワード贈呈　

素晴らしいパフォーマンスで式典を
盛り上げてくれた陸仙会のみなさん　

石巻グランドホテル　会場の様子　

　祝宴「また会う日まで」

ライオンズローアは佐沼LC 会長 高橋 和徳L　

　全員でまた会う日まで



ガバナーアワード
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ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際
協
会
3
3
2
―
Ｃ
地
区

第
5
Ｒ
第
2
Ｚ
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
並
び
に

合
同
例
会
が
去
る
9
月
19
日
、
築
館
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
担
当
と
し
て
設
営
致
し
ま
し

た
。
原
田
善
征
ガ
バ
ナ
ー
始
め
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
関
係
の
主
要
な
役
員
の
ご
協
力
と
懇
切
丁

寧
な
ご
指
導
の
も
と
に
、
厳
粛
の
中
に
盛
大

に
無
事
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
、

深
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ガ

バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
の「
和
を
以
っ
て
心
ひ
と

つ
に
Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
」
の
基
本
理
念
や
基

本
方
針
の
思
い
を
延
べ
ら
れ
、
会
員
維
持
増

強
の
必
要
性
等
々
も
、
い
ろ
い
ろ
話
さ
れ
ま

し
た
。
原
田
L
の
人
間
性
の
大
き
さ
と
、
豊

か
な
見
識
を
垣
間
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

3
3
2
―
Ｃ
地
区
の
会
員
減
少
に
ハ
ド
メ
を
か

け
、
増
強
し
て
行
く
事
に
こ
そ
の
熱
意
が
伝

わ
り
ま
し
た
。
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て

大
き
く
受
け
止
め
、
難
し
い
と
決
め
つ
け
ず

に
増
や
す
方
法
を
皆
で
考
え
て
行
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
最
近
は
形
ば

か
り
の
引
き
継
ぎ
傾
向
に
あ
る
ク
ラ
ブ
の
有

り
方
を
も
う
一
度
原
点
に
戻
り
、
皆
の
纏
ま

り
が
必
要
で
あ
り
、
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
を
土

台
に
し
て
更
に
6
ク
ラ
ブ
が
一
丸
と
な
っ
て

主
要
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
決
め
、
そ
こ
か
ら

実
行
に
結
び
付
け
て
行
く
事
の
実
行
で
あ
る
。

（
第
5
Ｒ
第
2
Ｚ　

兵
藤
國
利
Ｚ
Ｃ
）

ガバナー公式訪問

5R1Z

5R2Z

9月10日（月）
グランド平成

9月19日（水）
ホテルグランドプラザ浦島

HOST CLUB
古川古城LC
5RC／L.三浦 康夫
  （古川LC）
1ZC／L.金野 清久
  （古川古城LC）

HOST CLUB
築館LC
5RC／L.三浦 康夫
  （古川LC）
2ZC／L.兵藤 國利
  （築館LC）

古川LC
L.三浦 康夫
鹿島台LC
L.伊藤 宏
小牛田LC
L.渡邊 哲哉
涌谷LC
L.佐藤 和治
古川古城LC
L.渡辺 三郎
古川LSC
LＳ.千田 良子

栗原若柳LC 
L.菅原 昭
古川中央LC 
L.中田 ひさ子
志波姫LC
L.佐藤 清幸
高清水LC
L.高橋 正浩
築館LC
L.長谷川 美子
加美LC
L.中鉢 順一

　ガバナーアワード贈呈

　式典でご挨拶する原田ガバナー

　ガバナーアワード贈呈

開会宣言をする古川古城LC
小山好典会長　

三役ミーティング　

ガバナー歓迎の挨拶
築館LC会長 野口春幸L　三浦RCの挨拶　兵藤ZCの挨拶　式典でご挨拶する

原田ガバナー
　第二副地区ガバナー　

永冨淳次L

祝
宴
で
の
余
興
の

様
子

新
入
会
員
へ 

ラ
ペ
ル
ピ
ン

と
入
会
キ
ッ
ト
を
贈
呈
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た
だ
付
い
て
い
く
ば
か
り
で
し
た
。
振
り

返
り
の
時
間
も
あ
っ
て
、
そ
れ
が
一
番
絆

を
作
れ
る
場
面
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
皆

が
も
っ
と
良
く
し
た
い
と
思
う
心
か
ら
自

然
に
出
て
く
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

　

最
後
は
、
紙
皿
に
自
分
の
手
の
形
を
書

い
て
背
中
に
貼
り
ま
す
。
そ
の
紙
皿
に
後

ろ
か
ら
そ
の
方
の
良
い
所
を
一
つ
書
い

て
、
次
々
と
後
ろ
に
回
っ
て
書
き
ま
す
。

何
と
書
い
て
も
ら
っ
た
の
だ
ろ
う
と
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
最
後
ま
で
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
最
後
に
見
る
と
、
良
い

所
を
見
つ
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
の
授
業
の
中
で
、
今
回
体
験
し
た

こ
と
を
実
施
し
て
い
け
ば
き
っ
と
、
思
い

や
り
の
あ
る
良
い
ク
ラ
ス
が
出
来
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
受
講
し
た

先
生
方
に
は
是
非
、
諦
め
な
い
で
、
何
度

も
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
と
は 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
青
少

年
の
健
や
か
な
成
長
と
薬
物
乱
用
防
止
へ
の
願
い
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
総
合
的
な
内
容
に
発
展
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
家
庭
・
学
校
・

地
域
が
連
携
し
、
安
全
で
安
心
で
き
る
環
境
の
も
と
、
青
少
年
が
社

会
の
一
員
と
し
て
必
要
な
“
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
”
を
系
統
的
に
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
先
生
に
と
っ
て
は
教
え
や
す
く
、
子

ど
も
た
ち
は
楽
し
く
学
べ
る
こ
と
か
ら
、
世
界
各
国
の
学
校
で
採
用

さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。　（
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
H
P
よ
り
）

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
】

子
ど
も
た
ち
が
し
っ
か
り
と
し
た
人
格
を
備
え
、
持
て
る
力
を
十
分

発
揮
で
き
る
健
や
か
な
大
人
に
成
長
す
る
た
め
に
、
学
校
を
核
と
し

て
、
教
師
・
保
護
者
・
地
域
の
メ
ン
バ
ー
は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

８
月
１
日
・
２
日
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ

ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
講
し
ま
し

た
。
富
谷
市
の
武
道
館
を
会
場
と
し
て
実

施
す
る
の
は
、
今
年
で
３
回
目
に
な
り
ま

す
。
２
回
は
お
世
話
す
る
側
、
３
回
目
は

受
講
す
る
側
で
す
。

　

受
講
式
に
は
、
原
田
ガ
バ
ナ
ー
と
富

谷
市
教
育
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、
早

速
ご
講
師
の
戸
川
澄
子
先
生
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
自
己
紹

介
に
は
名
札
を
使
い
、
フ
ル
ネ
ー
ム
と
所

属
、
そ
し
て
皆
さ
ん
に
呼
ん
で
も
ら
い
た

い
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
記
入
し
ま
す
。
２
日

間
そ
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
い
ま

す
。Q
ち
ゃ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
使
っ
て

ラ
ン
ダ
ム
に
回
し
て
い
き
ま
す
。
全
員
が

終
わ
る
と
次
に
進
み
ま
す
。1
日
目
は
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
教
材
を
使
い
ま
す
。　

幼

稚
園
１
、
小
学
生
１
、
思
春
期
２
の
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
授
業
体
験
を
し
ま

す
。
発
表
す
る
グ
ル
ー
プ
以
外
の
方
は
生

徒
役
に
な
り
ま
す
。
教
材
を
参
考
に
役
割

分
担
を
決
め
て
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
授
業

を
進
め
て
い
く
か
、
エ
ネ
ジ
ャ
イ
ザ
ー
を

何
に
す
る
か
、
授
業
を
進
め
て
い
く
上
で

必
要
な
資
料
を
作
成
し
た
り
、
先
生
な
ら

で
は
の
進
み
具
合
で
、
経
験
の
な
い
私
は

　2018年8月1日～4日の４日間、富谷市（1日～2日）と岩沼市（3日～4日）の２会場（各会場は２
日間の開催）にてライオンズクエストワークショップが開催されました。幼稚園、小中学校の教員
の他、高校の教員が多数参加され、ライフスキル教育を学びました。各会場共素晴らしいワーク
ショップとなりました。参加された教員の皆様には、ライオンズクエストで得られたスキルを教育
の実践の場で活用していただければと願っています。

ライオンズクエスト
ワークショップが開催されました！

L
Q
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
講
し
て

富
谷
L
C　

L 

齊
藤
き
え
子

L I ON S
QUEST

活動報告
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2
0
1
8
年
8
月
9
日（
木
）に
、

塩
竈
市
尾
島
町
の
花
宴
さ
ん
に
て
、

本
年
度
の
J
C
I
青
年
会
議
所
東
北

地
区
宮
城
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
安
住

陽
一
会
長
、
次
年
度
会
長
の
佐
藤
大

介
様
、
日
本
青
年
会
議
所（
J
C
I
）

常
任
理
事
で
あ
り
J
C
I
東
北
地
区

協
議
会
の
渡
部
洋
平
会
長
と
の
懇
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

中
川
満
G
M
T
地
区
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
進
行
に
よ
り
、
原
田
善

征
ガ
バ
ナ
ー
の
御
礼
挨
拶
か
ら
会
は

終
始
和
や
か
に
進
行
し
、
参
加
者
の

全
員
が
挨
拶
に
立
ち
、J
C
I
青
年

会
議
所
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
互
い
の
考

え
や
方
向
性
に
つ
い
て
語
り
合
う
素

晴
ら
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

原
田
ガ
バ
ナ
ー
は
今
年
度
、
地
区

運
営
方
針
の
重
点
項
目
と
し
て
異
業

種
交
流
会
の
開
催
を
掲
げ
て
お
ら
れ

ま
す
。
昨
年
度
の
２
R
に
て
開
催
さ

れ
た
青
年
会
議
所
と
の
合
同
特
別
講

演
会
も
記
憶
に
新
し
く
、
新
時
代
の

交
流
を
予
感
さ
せ
る
画
期
的
な
懇
談

会
で
し
た
。

　

2
0
1
8
年
9
月
22
日（
土
）、
仙

台
駅
前
の
H
U
M
O
S 

5（
ヒ
ュ
ー

モ
ス
フ
ァ
イ
ブ
）
に
て
2
0
1
7
―

2
0
1
8
年
度 

Y
C
E
派
遣
生
帰

国
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
3
3
2
複
合
各
地
区
か

ら
Y
C
E
委
員
長
が
集
ま
り
、
夏

季
・
冬
季
派
遣
生
に
よ
る
イ
タ
リ

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
台
湾
、
ア
メ
リ

カ（
コ
ロ
ラ
ド
）で
の
思
い
出
や
現
地

で
経
験
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
3
3
2
―
C
地
区
で
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
準
備
の
た
め
に
も
た
い
へ

ん
貴
重
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
参
加
者

の
皆
様
の
ス
ピ
ー
チ
が
と
て
も
上
手

く
、
各
々
が
真
剣
な
中
に
も
笑
い
あ

り
で
と
て
も
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
派
遣
生
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
こ
の
経
験
を
人
生
に

活
か
さ
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
ご
活

躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

日
時
：
2
0
1
8
年
8
月
９
日（
木
）

会
場
：
花
宴（
塩
竈
市
）

日
時
：
2
0
1
8
年
9
月
22
日（
土
）

会
場
：
H
U
M
O
S 

5

YCE

GMT

活動報告

活動報告

J
C
I
青
年
会
議
所
と
の

懇
談
会
を
開
催

2
0
1
7
―

2
0
1
8
年
度  

3
3
2
複
合
地
区

Y
C
E
派
遣
生
帰
国

 
報
告
会

GMT委員会とJCI関係者の皆様との記念写真

332複合地区
YCE委員長　今野 交L

大きく成長したYCE　　
派遣生の皆様を囲んで▶

J
C
I
東
北
地
区

宮
城
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

安
住
陽
一
会
長

J
C
I
東
北
地
区
担
当

常
任
理
事 

渡
部
洋
平
様

J
C
I
東
北
地
区
宮
城

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
次
年

度
会
長 

佐
藤
大
介
様
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2
0
1
8
年
9
月
28
日（
金
） 

江
陽

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
５
階「
鳳
凰
の
間
」

に
て
、
今
年
度
よ
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
国
際
協
会
の
国
際
理
事
に
就
任

さ
れ
た
安
澤
莊
一
国
際
理
事
就
任
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各

地
か
ら
歴
代
の
国
際
理
事
の
皆
様
を

は
じ
め
、2
2
3
名
の
ラ
イ
オ
ン
が

参
加
し
、
安
澤
莊
一
L
の
国
際
理
事

就
任
を
祝
い
ま
し
た
。
と
て
も
素
晴

ら
し
い
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

３
３
２
―
Ｃ
地
区
、3
番
目
の
支
部
ク

ラ
ブ
と
し
て
仙
台
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
仙
台
結
ク
ラ
ブ
支
部
の
結
成
式

が
、
多
く
の
地
区
役
員
や
他
ク
ラ
ブ

の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
無
事

と
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
結
ク
ラ

ブ
支
部
は
女
性
会
員
の
み
の
ク
ラ
ブ

で
、
初
代
会
長
と
な
る
弘
岡
和
代
Ｌ

の
挨
拶
の
あ
と
、
当
日
出
席
の
6
名

の
メ
ン
バ
ー
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
の
視
点
か
ら
の
奉
仕
活
動
に
今

後
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
結
成
式
と
な

り
ま
し
た
。

日
　
時
：
2
0
1
8
年
8
月
29
日（
水
）

会
　
場
：
仙
台
国
際
ホ
テ
ル

出
席
者
：
53
名

日
時
：
2
0
1
8
年
9
月
28
日（
金
）

会
場
：
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

TOPICS

TOPICS

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

安
澤
莊
一
国
際
理
事
就
任

祝
賀
会
を
開
催

仙
台
萩
L
C
仙
台
結ゆ

い

ク
ラ
ブ
支
部

結
成
会
を
開
催

332複合地区ガバナー協議会議長を
務める竹下直義前ガバナー

原田善征ガバナーの挨拶

仙台萩LC 相澤会長の挨拶

安澤莊一国際理事の挨拶

菊地伸治元国際理事の乾杯の挨拶

素晴らしい就任祝賀会となりました



LION MIYAGI   2018年9・10月号 12

　
2
0
1
8
年
8
月
31
日（
金
）に
、
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ

特
別
企
画
と
し
て
、
遠
藤
誠
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
委
員
長

（
仙
台
青
雲
L
C
）の
リ
ー
ド
の
下
、「
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
座
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
期
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
重
点
目
標
達
成
へ
向
け
た
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
皆
様
に
活

動
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
は
、
必
携
や
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
、
地
区
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
な
役
職
で
す
。
そ
こ
で
、
地
区
の
皆
様
に
リ
ジ
ョ

ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
存
在
と
、
そ
の
任
務
に
当

た
っ
て
い
る
皆
様
の
考
え
や
今
後
の
地
区
の
方
向
性
を

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
座
談
会
に
て
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
座
談
会
記
事
を
通
じ
て
、
地
区
の

皆
様
が
各
リ
ジ
ョ
ン
・
各
ゾ
ー
ン
や
各
ク
ラ
ブ
へ
の
理

解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

司
会 　
「
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
座
談
会
」に
ご

参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
の
座

談
会
の
進
行
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
ラ
イ
オ

ン
み
や
ぎ
委
員
会
副
委
員
長
の
倉
林
と
申
し
ま
す
。
本

日
は
、「
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
」
の
皆
様
に
ラ

イ
オ
ン
ズ
へ
の
思
い
や
地
区
の
今
後
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
、
そ
の
お
話
を
通
じ
て
地
区
内
の
相
互
理
解
と

交
流
を
推
進
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　

さ
て
、
最
初
に
皆
様
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
出

会
い
と
こ
れ
ま
で
継
続
で
き
た
要
因
な
ど
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
扇
R
C
か
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

「
世
界
最
大
の
奉
仕
団
体
で
」と

い
う
誘
い
に
心
動
か
さ
れ
て
…

扇
R
C　
は
い
。
今
か
ら
25
年
前
に
、
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
先
輩
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
お
誘
い
い
た
だ

き
入
会
し
ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
継
続
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活

   特 別 企 画

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
座
談
会

  LION MIYAGI

< 参加者 > 
原田 善征ガバナー （岩沼 LC） 
1R 扇 功 RC （仙台萩 LC） 
2R 髙橋 良一 RC （山元 LC） 
3R 笠原 公平 RC （大和エコー LC） 
4R 加藤 俊治 RC （石巻日和 LC） 
5R 三浦 康夫 RC （古川 LC） 
< 企画 > 
遠藤 誠ライオンみやぎ委員長（仙台青雲 LC） 
< 司会 > 
倉林 三四郎ライオンみやぎ副委員長（仙台エコー LC） 
< オブザーバー > 
内田 洋一キャビネット幹事（岩沼 LC） 　
菊地 忍キャビネット会計（岩沼 LC）
齋藤 慶治キャビネット副幹事（山元 LC）
齋藤 裕子ライオンみやぎ副委員長（仙台エコー LC）
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ま
し
た
。
そ
し
て
杉
山
元
ガ
バ
ナ
ー
の
後
ろ
姿
を
見
続

け
て
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
当
時
40
名
以
上
い
た

会
員
数
は
徐
々
に
減
少
し
10
名
弱
の
会
員
数
に
な
り
存

続
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
杉
山
先
輩
を
は
じ
め
と

し
た
先
輩
た
ち
か
ら
学
ん
だ
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
を
絶
や
さ

な
い
た
め
に
、
ま
た
恩
に
報
い
る
た
め
に
ラ
イ
オ
ン
ズ

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

三
浦
R
C　
自
治
会
の
役
員
の
交
流
の
中
で
、
入
会
の

お
誘
い
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
古
川
L
C

の
奉
仕
活
動
の
姿
勢
に
共
感
し
た
こ
と
と
、
メ
ン
バ
ー

と
の
あ
た
た
か
い
交
流
と
相
互
理
解
に
よ
っ
て
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

原
田
ガ
バ
ナ
ー　
25
歳
で
旅
館
を
開
業
し
て
か
ら
は
家

族
が
生
活
す
る
事
が
中
心
で
し
た
が
、
地
域
社
会
を
中

心
と
し
た
皆
様
の
お
か
げ
で
経
営
も
基
盤
が
で
き
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
38
歳
の
時
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
精
神

に
賛
同
し
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
精
神
で
社
会
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
活
動
を
続

け
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
今
年
度
、
ガ
バ
ナ
ー
の
役
職

を
拝
命
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
地
区
を
築

き
上
げ
て
き
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
先
輩
た
ち
の
強
く
て
熱

い
思
い
を
感
じ
、
次
世
代
に
繋
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
を

持
っ
て
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

会
員
減
少
と
高
齢
化
が
課
題

司
会　
素
晴
ら
し
い
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
様
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
思
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
区
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
も
同
じ

よ
う
な
思
い
で
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

動
へ
の
理
解
は
早
か
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

先
輩
か
ら
「
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
は
世
界
一
の
奉

仕
団
体
だ
。
世
界
一
の

奉
仕
団
体
で
共
に
活
動

し
よ
う
」
と
い
う
言
葉
が

胸
に
響
き
、
入
会
を
決
意
し
ま
し
た
。
こ
の
25
年
間
、

様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
と
奉
仕
活

動
を
継
続
す
る
ク
ラ
ブ
に
所
属
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

髙
橋
R
C　
約
30
年
前
、
山
元
L
C
が
結
成
さ
れ
た
年

に
、
起
業
し
ま
し
た
。
起
業
し
た
て
で
ま
だ
早
い
と
思

い
ま
し
た
が
、
取
引
先
の
先
輩
に
誘
わ
れ
る
が
ま
ま
何

も
わ
か
ら
ず
入
会
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
入
会

後
は
、
様
々
な
役
職
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
少
し
ず
つ

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
知
識
を
吸
収
し
て
い
く
中
で
、
活
動
の

素
晴
ら
し
さ
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

笠
原
R
C　
当
時
、
所
属
し
て
い
た
商
工
会
の
先
輩
に

ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
お
誘
い
い
た
だ

き
、
翌
日
の
例
会
に
ゲ
ス
ト
参
加
を
し
て
、
そ
の
ま
ま

入
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
役

職
を
い
た
だ
き
、
他
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
交
流
の
中
で
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
楽
し
さ
と
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

 

加
藤
R
C　
15
年
ほ
ど
前
に
会
社
が
石
巻
に
進
出
し

た
際
に
、
故 

杉
山
元
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
に

入
会
し
て
、
友
人
や
知
人
を
つ
く
っ
た
方
が
良
い
と
い

う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

か
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
そ
う
し
た
中
で
、
現
在
の
地

区
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
?
加
藤
R
C
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

加
藤
R
C　
は
い
。
ク
ラ
ブ
解
散
な
ど
に
よ
る
ク
ラ
ブ

数
の
減
少
と
会
員
数
の
減
少
が
著
し
く
、
多
く
の
ク
ラ

ブ
が
運
営
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
若

手
の
入
会
も
少
な
く
、
平
均
年
齢
も
上
が
る
中
、
リ
ー

ダ
ー
育
成
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
必
然
的
に

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
縮
小
に
も
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

扇
R
C 　
昨
年
度
か
ら
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
復
帰
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
以
前
に
比
べ
て
若
手
の
活
躍

を
感
じ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
日
本
社
会

と
似
た
よ
う
な
縮
小
化
の
ト
レ
ン
ド
に
あ
る
当
地
区
で

す
が
、
各
所
で
若
い
息
吹
を
感
じ
る
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
も

こ
れ
か
ら
だ
と
感
じ
ま
す
。
昨
年
度
の
竹
下
元
ガ
バ

ナ
ー
の
下
、
地
区
も
変
化
の
流
れ
に
乗
っ
て
き
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

髙
橋
R
C　
会
員
の

維
持
増
強
が
地
区
内

の
共
通
の
課
題
で

す
。
ク
ラ
ブ
解
散
や

会
員
減
少
と
い
っ
た

状
況
が
続
く
と
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
よ

る
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
原
田
ガ
バ
ナ
ー

は
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
団
体
と
の
交
流
な
ど
、
い

ま
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
様
々
な
施
策
が
実
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

リジョン・チェアパーソン座談会

1R 扇 功RC (仙台萩LC) 

2R 髙橋良一RC (山元LC)
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り
ま
す
。
会
員
増
強

が
重
点
課
題
で
あ
る

現
状
を
踏
ま
え
て
、

若
手
経
営
者
を
中
心

と
し
た
一
般
の
方
々

が
抱
く
ラ
イ
オ
ン
ズ

へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
調
査
し
、
実
際
の
活
動
や
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
精
神
を
地
域
社
会
の
方
々
へ
効
果
的
に
伝
え
る
広

報
活
動
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ゾ
ー
ン
や

リ
ジ
ョ
ン
が
主
体
と
な
り
、
各
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

髙
橋
R
C　
会
員
数
の
減
少
で
ク
ラ
ブ
運
営
が
厳
し

く
、
単
一
ク
ラ
ブ
で
は
本
来
の
奉
仕
活
動
も
実
行
で
き

に
く
い
よ
う
な
状
況
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
ク
ラ
ブ

の
健
全
運
営
を
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
せ
て
い
く
か
が
大

切
で
す
。
今
後
は
大
き
な
方
向
性
と
し
て
、
奉
仕
活
動

の
活
性
化
を
目
的
に
し
て
、
ク
ラ
ブ
の
垣
根
を
越
え

て
、
ク
ラ
ブ
間
で
の
連
携
や
ゾ
ー
ン
で
の
活
動
も
考
え

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
活

動
が
地
域
社
会
で
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
存
在
感
を
強
め
て

く
れ
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
と
健
全
運
営
に
も
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

笠
原
R
C　
今
期
、
原
田
ガ
バ
ナ
ー
が
重
点
目
標
と
し
て

推
進
さ
れ
て
い
る
他

団
体
と
の
交
流
の
よ

う
な
方
法
は
地
区
内

の
活
動
を
活
性
化
さ

せ
る
大
き
な
方
向
性

だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
若
手
会
員
が
さ

原
田
ガ
バ
ナ
ー　
1
9
5
2
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ポ

ン
サ
ー
で
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
導
入
期
・
成
長
期
・
成
熟
期
と
続
き
、
現
在
は
衰

退
期
に
入
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
と
い
う
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
に
は
、
原

点
に
立
ち
返
り
、
生
ま
れ
変
わ
り
、
再
び
成
長
期
を
迎

え
る
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
状
の
ま
ま
で
は
会

員
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
事
を
認
識
し
、
会

員
一
人
ひ
と
り
が
増
強
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
未
来
は
な
い
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

い
か
に
し
て
ク
ラ
ブ
の
健
全
運
営

を
実
現
さ
せ
る
か

司
会　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
お
話
の
通

り
、
地
区
の
現
状
は
厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
現
状
は
見
方
を
変
え
れ

ば
、
変
革
を
す
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
現
状
を
将
来
へ
の
飛
躍
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
に
す

る
た
め
に
、
今
後
の
地
区
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
?
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
お
立
場
か
ら
お
話
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

加
藤
R
C　
各
ク
ラ
ブ
と
も
大
変
素
晴
ら
し
い
奉
仕
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
各
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
方
々
が

誇
り
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。
し
か
し

一
方
で
、
そ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
が
地
域
社

会
全
体
に
認
知
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
は
疑
問
が
残

ら
に
活
躍
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
若
手
会
員
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
実

施
な
ど
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や
ク
ラ
ブ
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

強
化
す
る
こ
と
で
十
分
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

三
浦
R
C　
各
ク
ラ
ブ
が
、
奉
仕
活
動
と
い
う
ラ
イ

オ
ン
ズ
本
来
の
活
動
を
し
っ
か
り
と
継
続
で
き
る
よ

う
リ
ジ
ョ
ン
や
ゾ
ー
ン
内
で
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
、
現
状
で
は
と
て
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
健
全

な
ク
ラ
ブ
運
営
を
い
か
に
実
現
す
る
か
を
考
え
、
そ

の
方
法
を
リ
ジ
ョ
ン
内

で
さ
ら
に
啓
蒙
し
、
ク

ラ
ブ
や
会
員
が
お
互
い

に
刺
激
し
合
い
な
が
ら

奉
仕
活
動
を
進
め
、
自

信
を
持
っ
て
会
員
増
強

に
邁
進
で
き
た
ら
と
感

じ
て
い
ま
す
。

原
田
ガ
バ
ナ
ー　
G
L
T（
指
導
力
育
成
）、G
M
T（
会

員
増
強
）、G
S
T（
奉
仕
）、F
W
T（
家
族
・
女
性
会
員
）

の
４
つ
の
分
野
で
行
動
目
標
を
決
め
て
、
行
動
力
を
通

じ
て
ク
ラ
ブ
を
強
化
・
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
大
き
な
方
向
性
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
会

員
増
強
に
は
強
い
思
い
を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
各
会
員
、
各
ク
ラ
ブ
、
各
ゾ
ー
ン
、
各

リ
ジ
ョ
ン
と
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や
都
合
、
そ
し
て
状

況
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
お
互
い

が
理
解
し
あ
い
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
こ
の
現
状
は
打
開
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
、
会
員
同
士
の
信
頼
関
係
、
人
間
味
の
あ
る
関
係

性
、
つ
ま
り「
和
」の
精
神
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

リジョン・チェアパーソン座談会

3R 笠原公平RC (大和エコーLC)

4R 加藤俊治RC (石巻日和LC)

5R 三浦康夫RC (古川LC) 
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笠
原
R
C　
3
3
2
―
C
地
区
に
は
、
ま
だ
ま
だ
人
材

が
豊
富
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
未

経
験
者
の
若
手
会
員
に
は
、
何
か
し
ら
の
交
流
を
通
じ

て
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
魅
力
を
さ
ら
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
、
何
も
わ
か
ら

な
い
よ
う
な
状
況
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
入
会
し
、
他
ク
ラ

ブ
の
方
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
魅
力
を

知
っ
た
経
験
が
あ
る
か
ら
で
す
。R
C
と
し
て
の
活
動

を
通
じ
て
様
々
な
会
員
の
皆
様
と
交
流
し
、
や
る
気
の

あ
る
会
員
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。
原
田
ガ
バ
ナ
ー
の
今
期
の
重
点
項
目
に
は
、
交

流
会
等
そ
う
し
た
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、R
C
と
し
て
の
立
場
か
ら
積
極
的
に
交
流
を
促

進
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
和
を
も
っ
て
、
心
一

つ
に
な
る
よ
う
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
藤
R
C　
「
和
を
以
っ
て
、
心
ひ
と
つ
に
」
と
い
う
原

田
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
を
理
解
し
、
各
重
点
項
目
に
向

か
っ
て
Z
C
と
協
力
し
て
確
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
く

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
リ
ジ
ョ

ン
内
の
各
ク
ラ
ブ
の
三
役
を
含
め
た
各
者
と
の
対
話
、

検
証
を
繰
り
返
し
て
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

原
田
ガ
バ
ナ
ー　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
区
の

運
営
方
針
に
向
か
っ
て
前
向
き
に
行
動
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
念
願
し
て

い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス

的
な
言
葉
や
行
動
で

は
な
く
、
プ
ラ
ス
的

な
言
葉
や
行
動
に
徹

す
る
こ
と
が
役
職
者

ネ
ッ
ト
を
運
営
す
る
上
で
と
て
も
大
切
で
す
。
一
方

で
、
ま
と
ま
り
す
ぎ
て
い
て
、
そ
の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
い
い
の
で
す
が
、
一
般
の
会
員

と
の
空
気
感
の
差
を
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。R
C
と

し
て
そ
の
部
分
を
意
識
し
な
が
ら
リ
ジ
ョ
ン
の
方
々
と

交
流
し
、
原
田
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
方
針
を
お
伝
え
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
原
田
ガ
バ
ナ
ー
が
講
話
の
際

常
々
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
仙
台
は
1
0
0
万
人

都
市
で
す
。
人
口
に
対
す
る
１
R
の
現
状
の
会
員
数
を

考
え
る
と
、
原
田
ガ
バ
ナ
ー
が
お
話
し
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
1
R
の
会
員
数
増
加
に
対
す
る
潜
在
力
は
全
国
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
と
言
え
ま
す
。
今
期
、
原
田
ガ
バ

ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
和
」の
心
は
、
現
在
の
当

地
区
、
特
に
１
R
に
と
っ
て
非
常
に
必
要
な
要
素
だ
と

思
い
ま
す
。
原
田
ガ
バ
ナ
ー
が
お
っ
し
ゃ
る「
和
」の
精

神
に
対
し
て
リ
ジ
ョ
ン
の
皆
様
が
理
解
を
深
め
活
動
を

進
め
て
い
く
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
が
自
律
的
に
解

消
さ
れ
て
い
く
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

あ
る「
和
す
れ
ば
成
り
、
争
え
ば
崩
れ
る
」は
本
当
に
そ

の
通
り
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

三
浦
R
C　
原
田
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
方
針
を
私
自
身
が

し
っ
か
り
と
理
解
し
、
リ
ジ
ョ
ン
内
で
い
か
に
実
現
で

き
る
か
を
考
え
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
各

ク
ラ
ブ
の
現
状
を
把
握
し
、
そ
の
上
で
ク
ラ
ブ
間
の
情

報
交
流
を
推
進
し
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
お
二
人
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る
現
状
で
は
、
原
田
ガ
バ

ナ
ー
の
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の「
和
」の
精
神
を
全
会
員

の
皆
様
が
持
つ
こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
解
決
へ
向
け

た
突
破
口
だ
と
思
い
ま
す
。

「
和
を
以
って
、
心
ひ
と
つ
に
」〜
R
C

と
し
て
新
し
い
風
を
吹
か
せ
る

司
会　
地
区
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら

お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
次
に
R
C
と
し
て
の
具
体
的
な
活
動
指
針
を
お
話

し
い
た
だ
け
ま
す
か
？

髙
橋
R
C　

は
い
。R
C
の
任
期
は
一
年
間
で
す
。

あ
っ
と
い
う
間
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
役
職
を
お

引
き
受
け
し
た
か
ら
に
は
、
原
田
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
方

針
、
会
員
維
持
増
強
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、

L
C
I
F
・
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
の
献
金
、
青

少
年
健
全
育
成
に
む
け
て
、
２
R
の
２
人
の
Z
C
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
田

ガ
バ
ナ
ー
を
輩
出
し
て
い
る
リ
ジ
ョ
ン
と
し
て
の
自
覚

を
持
っ
て
、
原
田
ガ

バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る「
和
を
以
っ

て
、
心
ひ
と
つ
に
」

の
精
神
を
大
切
に
し

て
、
リ
ジ
ョ
ン
内
ひ

い
て
は
地
区
内
に
新

し
い
風
を
吹
か
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

扇
R
C　
そ
う
で
す

ね
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

構
成
員
の
ま
と
ま
り

は
一
年
間
キ
ャ
ビ

リジョン・チェアパーソン座談会

原田善征ガバナー (岩沼LC)
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て
、
地
区
や
ゾ
ー
ン
か
ら
の
発
信
力
を
高
め
る
取
り
組

み
、
ま
た
若
手
経
営
者
や
N
P
O
団
体
な
ど
の
各
種
団

体
と
の
交
流
・
意
見
交
換
の
場
を
活
発
に
し
て
い
た
だ

き
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
幅
が
広
が
る
環
境
づ
く
り
を

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

扇
R
C　
私
が
入
会
し
た
時
期
は
バ
ブ
ル
経
済
期
の
後

で
し
た
が
、
バ
ブ
ル
期
に
入
会
し
た
会
員
は
、
奉
仕
活

動
へ
の
取
り
組
み
が
希
薄
で
、
質
と
い
う
意
味
で
は
高

く
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
会
員
増
は
大
切
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
よ
り
質
を
大
切
に
し
て
本
物

の
奉
仕
団
体
と
し
て
存
在
感
を
高
め
て
い
き
た
い
と
も

感
じ
て
い
ま
す
。
理
念
に
共
感
し
て
活
動
を
す
る
若
手

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
子
供
へ
の
貧
困
対
策
へ
の
支
援
な

ど
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

髙
橋
R
C　
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
は
楽
し
く
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
け
れ
ば

会
員
は
増
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
、
こ
れ
か
ら
は

ま
す
ま
す
行
政
と
の
連
携
も
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
特
に
、
郡
部
や
市
町
村
単
位
の
ク
ラ
ブ
は
な
お

さ
ら
で
す
。
ま
た
、
次
世
代
へ
向
け
た
活
動
と
し
て
、

青
少
年
の
健
全
育
成
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
ア
ク
ト
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
が

活
動
の
柱
に
な
る
で
し
ょ
う
。
私
は
例
会
や
ア
ク
ト
を

通
じ
て
交
流
・
親
睦
そ
し
て
情
報
交
換
と
人
間
形
成
や

人
脈
作
り
に
も
役
立
っ
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
大
切
に
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

司
会　
以
上
で
「
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
座
談

会
」
を
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
様
々
な
お

話
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

に
、
ク
ラ
ブ
の
統

合
・
合
併
も
視
野

に
入
れ
た
抜
本
的

な
構
造
改
革
も
新

し
い
地
区
を
描
く

上
で
の
避
け
て
通

れ
な
い
ポ
イ
ン
ト

の
一
つ
で
す
。
全

体
的
に
バ
ラ
ン
ス

を
見
る
と
、
リ

ジ
ョ
ン
・
ゾ
ー
ン

共
に
ク
ラ
ブ
数
・

会
員
数
共
に
偏
っ

て
い
る
部
分
も
あ

る
こ
と
は
事
実
で
す
。
会
員
増
強
の
た
め
に
も
健
全
運

営
へ
の
取
り
組
み
は
不
可
欠
で
す
。

笠
原
R
C　
私
は
原
田
ガ
バ
ナ
ー
の
お
話
に
は
と
て
も

共
感
し
ま
す
。
私
の
リ
ジ
ョ
ン
で
は
、
そ
の
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
適
正
以
上
の
会

員
数
で
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
で
、
活
力
と
余

裕
が
生
ま
れ
、
積
極
的
に
ア
ク
ト
を
行
い
、
会
員
の
増

強
に
向
か
っ
て
一
致
団
結
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

加
藤
R
C　
老
若
男
女
関
係
無
く
、
良
い
意
味
で
の
社

会
奉
仕
を
目
的
に
仲
間
意
識
の
高
い
ク
ラ
ブ
が
集
ま
る

地
区
と
な
り
、
奉
仕
活
動
の
充
実
・
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
実
施
に
よ
り
地
域
社
会
に
浸
透
し
、
よ
り
地
域

社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
団
体
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と

で
す
。
各
ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
計
画
を
一
本

化
し
て
メ
デ
ィ
ア
へ
取
材
依
頼
を
通
知
す
る
な
ど
メ

デ
ィ
ア（
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
情
報
誌
）戦
略
を
充
実
さ
せ

に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
組

織
内
で
の
位
置
付
け
を
理
解
し
、「
役
を
知
り
、
役
に

徹
し
、
役
を
越
え
な
い
」
と
い
う
精
神
で
充
実
し
た
一

年
に
し
て
い
た
だ
き
、
役
を
受
け
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
幸
せ
で
す
。

「
新
し
い
地
区
の
あ
り
方
」を

描
き
、
希
望
の
あ
る
将
来
へ

司
会　
今
こ
そ「
和
」の
精
神
で
す
ね
。
原
田
ガ
バ
ナ
ー

の
挨
拶
の
中
に
「
何
事
を
や
る
に
も
同
志
の
精
神
と
融

通
性
、
協
調
に
よ
っ
て
諍
い
を
起
こ
さ
な
い
の
が
良

い
。
ど
ん
な
言
い
分
が
あ
っ
て
も
責
め
合
い
、
い
が
み

合
っ
て
ば
か
り
い
た
ら
、
い
く
ら
努
力
し
て
も
絶
対
に

叶
え
ら
れ
な
い
。」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
ガ
バ
ナ
ー
の
精
神
を
皆
様
が
理
解
し
、
次
な
る
行
動

を
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
は
と
て
も
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
新
し
い
地
区

の
あ
り
方
と
い
う
テ
ー

マ
で
お
話
し
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
田
ガ
バ
ナ
ー　
時
代
に
合
わ
せ
た
ゾ
ー
ン
編
成
や
組

織
編
成
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意

見
を
各
所
で
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
積
極
的
に

会
員
増
強
に
動
か
な
い
と
い
う
か
動
け
な
い
会
員
が
い

る
中
で
、
特
に
郡
部
は
人
口
の
減
少
・
少
子
化
が
深
刻

で
あ
り
、
健
全
な
ク
ラ
ブ
運
営
を
可
能
に
す
る
人
数
規

模
の
ク
ラ
ブ
に
し
て
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

リジョン・チェアパーソン座談会

司会 倉林三四郎L（仙台エコーLC）
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　5月28日（月） 仙台市泉区のイズミ
ティ21に於いて、我がクラブのアクティ
ビティ活動の一つ「第12回遠野の昔ば
なし」が開催されました。
　今年も入場者320名と小ホールがほ
ぼ満席の状態でした。アクション入り
の話し方と、昔ばなしと昔ばなしの間
に入るトークで楽しく笑わせるところが
語り部「雅子様」の本髄と言えます。
　講演が終わりお客様お楽しみの抽
選会と入ります。最初の20名の方々に
は「雅子様」手作りのストラップが配ら
れ、続いてクラブで今年も被災地南三
陸町志津川から買い求めた海産物に、
会員の市川哲也Ｌ提供の幸せを呼ぶ夫
婦箸をセットにした詰め物を30名に、
合わせて50名の方々に手渡し大いに喜
んで頂きました。最後に司会の斎藤範
夫Ｌから募金箱に入った金額60,733円
を会場の皆様に報告、感謝の念を申し
上げ無事終了となりました。

　仙台宮城野LCは第29回目の継続事
業となりました小百合園交流会を開催

しました。
　当日は今にも雨が降りそうな天候
で気温も例年より低く心配されました
が、小百合園「マリアホール」にて、当
クラブ会員のマジシャンによるマジック
披露やゲームを行い、お気に入りの賞
品を引き当て大喜びし、曇天を吹き飛
ばす子供たちの歓声が鳴り響いていま
した。
　広場では児童と長岡蒼柴LCのライオ
ンによる餅つきやバーベキュー、かき
氷などで大いに盛り上がりました。出
来上がった焼そばやくだもの・お餅な
どを美味しそうに食べる子供たちの姿
がとても微笑ましい光景でした。
　また、今年度は長岡蒼柴LCさんと
仙台宮城野LCと合同で、要望のありま
した「感覚統合器具等」を小百合園へ寄
贈させて頂きました。
　最後は全員で記念写真を撮り、会員
全員が満面の笑顔で小百合園を後にし
ました。

　当クラブの少年野球大会は、野球
競技を通して、スポーツに親しんでい
る少年の健全な育成と体力の増進を図

り、県内少年野球クラブの相互の交流
を深め、望ましい社会性を養うとする
本大会の趣旨を理解し、本年度で27
年目となりました。

【結果】
優　勝：石巻小レッドベンチャーズ
準優勝：中津山ツイスターズ
三　位：小牛田フレッシュファイヤーズ
　　　  湊ビッグウェーブ

　７月４日（水） 16時から、イオン気仙
沼店にて、気仙沼地区薬物乱用防止指
導員協議会・関係機関・団体と地元の
高校生と共に店舗の入り口２ヶ所に分か
れ、買い物客に「薬物根絶に協力を！」 
と語り掛け、リーフレットなどの啓発
グッズを手渡し、同宣言の活動資金に
充てる募金への協力も呼びかけました。

　西日本豪雨災害の光景を目にし、東

アクティビティレポート

「遠野の昔ばなし」講演

薬物乱用防止ヤング
街頭キャンペーン参加

「小百合園」と交流会

第27回 旭山旗争奪少年
野球河南大会

日時◎2018年5月28日（月）
場所◎イズミティ21
参加◎入場者320名

日時◎2018年7月4日（水）
場所◎イオン気仙沼店
参加◎L4名

日時◎2018年6月16日（土）
場所◎児童養護施設 小百合園
参加◎L13名、LL5名、長岡蒼柴LC11名
　　　ゲスト1名、小百合園児童・先生50名

日時◎2018年7月1日（日）・8日（日）
場所◎「河南球場21」 他5会場
参加◎開会式・閉会式 L14名
試合◎5回戦トーナメント方式

仙台泉中央LC
--------------------------------------------
第1R 第1Z

気仙沼LC
--------------------------------------------
第4R 第2Z

仙台宮城野LC
--------------------------------------------
第1R 第3Z

石巻河南LC
--------------------------------------------
第4R 第1Z

西日本豪雨災害
支援募金活動
日時◎2018年7月27日（金）
場所◎マイヤ気仙沼バイパス店
参加◎L20名　事務局1名
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　私たちライオンズクラブが支援活動を行っておりま
す各臓器移植バンクについて、会員の皆様に広くご説
明・ご理解をいただけるよう、クラブ例会でのご講演
を依頼して行きたいと思います。お申し込みをいただ
ければ、各クラブからのご講演依頼を、委員会の方で
取りまとめ、各バンクに報告し、講演要請をしてまい
ります。その後の希望日の調整を行い、順次実施して
参りたいと思います。例会にぜひご活用ください！ 
お問い合わせは事務局まで…

日本大震災時の私たちと同じ状況だと
気仙沼の誰もが心を痛めました。そし
てあの時の悲惨な思いがよみがえって
きた瞬間でもありました。気仙沼LCで
も何か私たちに出来ることはないか！ 
会員全員が何かをしたい一心でした。
いてもたってもいられず募金活動をしよ
う！ 多くのライオンが急な呼びかけに
もかかわらず集まり、被災者のもとへ
と募金を呼びかけた。気仙沼市民の皆
様も私たちの思いを少しでもと、本当
に沢山の募金を協力いただきました。
集まった募金と気仙沼の人々の思い、
西日本豪雨で被災したクラブを通じて
被災者に届けたいと思います。

　山元町ソフトボール協会の皆さんの
お力の元、第3回山元ライオンズクラ
ブ杯「隣接県中学校交流ソフトボール
大会」を開催しました。猛暑を物ともせ
ずグランドいっぱいにプレーする子供
たちに大きな声援が飛び交いました。

　仙台LC主催のこの大会に、仙台市
内の小学校女子サッカーチーム16校が
参加しました。試合に出場した選手は
もとより大会主幹の先生方、審判を務
めた常盤木学園女子サッカー部、最後
　　　　　まで応援を続けた父兄たち
　　　　　　は汗だくの3日間でした。

　7月15日、名取市民球場で開会式が
行われました。試合は名取市内９チー
ム、県内外33チーム、合計42チーム
が参加して争われました。参加賞としま
して、軟式ボールと楯を贈呈しました。

　名取LCでは、7月28日 朝６時半～８
時まで、会員11名が参加し、JR東北本
線 館腰駅周辺の草刈りとごみ拾いをし
ました。

アクティビティレポート

臓器移植・糖尿病対策支援委員会よりお知らせINFORMATION

各ライオンズクラブは例会のスピーカーとして、

宮城県腎臓協会・宮城骨髄バンク・宮城県赤十字献
血センター・東北大学アイバンクおよび糖尿病対策
支援委員会への講演依頼をすることができます。

第3回山元LC杯 隣接県中
学校交流ソフトボール大会

第18回名取市少年野球
育成会雷神杯

ＪＲ館腰駅周辺清掃

日時◎2018年7月14日（土）～15日（日）
場所◎牛橋公園野球場・多目的グランド
参加◎延べ L20名　5チーム（100名）

日時◎2018年7月15日（日）
場所◎名取市民球場
参加◎開会式 L8名

日時◎2018年7月28日（土）
場所◎ＪＲ館腰駅周辺
参加◎ L11名

山元LC
--------------------------------------------
第2R 第1Z

名取LC
--------------------------------------------
第2R 第1Z

第13回仙台市小学校
女子サッカー交歓大会
日時◎2018年7月16日（月）・28（土）・29（日）
場所◎泉サッカー場
参加◎16校　230名

仙台LC
--------------------------------------------
第1R 第1Z

選手の皆さんにエール
を送る会長 千葉新治L
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332-C アクティビティ 労力奉仕 会員異動 家族会員 例会
出席率R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 世帯数 子会員数

1

1

仙 台 5 219,960 0 0 47 49 1 0 50 11 9 12 79.3
仙 台 五 城 7 604,400 1 15 51 52 0 0 52 17 9 18 57.3
仙 台 い ず み 1 33,600 0 0 42 42 0 0 42 2 0 0 88
仙 台 東 3 87,530 0 0 30 30 0 0 30 8 7 7 56.6
仙 台 泉 中 央 5 74,008 1 14 18 18 0 0 18 6 4 4 72.2

2

仙 台 青 葉 4 228,860 0 0 61 61 0 0 61 18 10 15 67.8
仙 台 広 瀬 2 68,100 0 0 21 21 1 0 22 0 0 0 70.4
仙 台 萩 2 276,400 2 18 50 50 0 0 50 19 10 14 79.3
仙 台 瑞 鳳 3 24,210 0 0 15 15 0 0 15 6 4 4 78.5
仙 台 杜 5 270,500 0 0 32 33 0 0 33 12 11 13 68.4
仙 台 シ テ ィ 3 241,512 2 57 37 37 0 0 37 10 5 6 59.6
東 北 福 祉 大 学 3 28,100 0 0 50 51 0 0 51 4 0 0 53.8

3
仙 台 エ コ ー 4 277,200 0 0 89 87 0 0 87 37 26 43 63.9
仙 台 宮 城 野 3 136,940 0 0 14 14 0 0 14 0 0 0 73
仙 台 青 雲 2 276,000 2 21 25 27 0 0 27 10 3 4 63.6

　 リ ジ ョ ン 小 計　 52 2,847,320 8 125 582 587 2 0 589 160 98 140

2

1

名 取 4 105,000 1 9 51 51 0 0 51 7 8 9 33.3
亘 理 3 31,702 0 0 20 20 0 0 20 6 5 5 62.5
岩 沼 1 5,000 0 0 23 24 0 0 24 10 10 10 92.8
柴 田 4 49,590 0 0 19 19 0 0 19 2 0 0 31.5
大 河 原 0 0 0 0 26 25 0 0 25 7 6 6 68.4
丸 森 0 0 0 0 12 12 0 0 12 4 4 4 75
山 元 2 130,980 0 0 26 26 0 0 26 9 8 8 72.2

2

蔵 王 1 10,000 1 15 26 26 0 0 26 10 6 9 50
川 崎 4 128,820 0 0 31 32 0 0 32 10 10 10 100
白 石 益 岡 1 8,880 0 0 15 15 0 0 15 6 6 7 100
村 田 1 12,210 0 0 18 21 0 0 21 4 6 10 100
七 ヶ 宿 0 0 0 0 9 9 0 0 9 3 3 3 0

　 リ ジ ョ ン 小 計　 21 482,182 2 24 276 280 0 0 280 78 72 81

3

1

塩 釜 2 46,755 3 62 24 24 0 0 24 5 6 10 78.5
多 賀 城 8 151,390 0 0 38 38 0 0 38 9 10 10 80.3
七 ケ 浜 1 29,000 0 0 19 19 0 0 19 6 5 5 89.2
仙 台 高 砂 3 54,241 0 0 36 37 1 0 38 15 14 17 90.4
仙 台 い わ き り 4 84,694 1 2 32 32 0 0 32 9 9 9 100
利 府 0 0 0 0 16 15 0 1 14 7 3 6 100
仙台ニューポート 2 150,000 0 0 18 20 1 0 21 4 4 4 93.7

2
大 和 エ コ ー 6 98,400 0 0 28 28 0 0 28 3 4 4 58.3
塩 釜 中 央 0 0 0 0 10 10 0 0 10 5 4 4 0
富 谷 1 15,000 0 0 29 30 0 0 30 8 6 8 76.6

　 リ ジ ョ ン 小 計　 27 629,480 4 64 250 253 2 1 254 71 65 77

4

1

石 巻 0 0 1 100 69 73 0 1 72 26 9 13 50
東 松 島 0 0 0 0 49 49 0 0 49 14 15 20 68.5
石 巻 中 央 10 275,860 1 7.5 22 20 0 0 20 8 4 8 100
女 川 0 0 0 0 11 11 0 0 11 0 0 0 90.9
石 巻 東 0 0 0 0 4 4 0 4 0 0 0 0 0
石 巻 日 和 5 50,750 1 19.5 15 18 0 0 18 7 4 4 100
石 巻 桃 生 0 0 0 0 26 25 0 0 25 13 9 12 30.7
石 巻 河 南 0 0 0 0 36 36 0 2 34 14 13 15 100
石 巻 め ぐ み 野 1 181,042 1 12 40 45 1 1 45 20 10 25 69.2

2

南 三 陸 志 津 川 9 328,550 0 0 53 52 0 0 52 16 16 17 100
気 仙 沼 1 78,000 0 0 80 81 0 0 81 7 3 3 25
佐 沼 3 30,766 0 0 24 24 0 0 24 8 7 9 66.6
中 田 1 50,000 0 0 19 19 0 0 19 7 7 7 47.3

　 リ ジ ョ ン 小 計　 30 994,968 4 139 448 457 1 8 450 140 97 133

5

1

古 川 2 38,000 1 15 51 52 1 0 53 14 12 12 50
鹿 島 台 0 0 1 12 7 7 0 0 7 3 3 3 78.5
小 牛 田 1 0 1 2 4 4 0 0 4 0 0 0 62.5
涌 谷 0 0 0 0 55 55 0 0 55 20 20 20 0
古 川 古 城 1 38,000 1 18 10 10 0 0 10 3 3 3 100

2

栗 原 若 柳 2 30,000 0 0 39 41 0 2 39 12 10 13 59.2
古 川 中 央 3 93,320 0 0 11 12 0 0 12 3 0 0 54.1
志 波 姫 0 0 0 0 28 28 0 0 28 12 10 10 88.8
高 清 水 0 0 0 0 17 17 0 2 15 6 5 5 0
築 館 0 0 0 0 21 21 0 0 21 9 6 6 83.3
加 美 1 0 1 5 15 15 0 0 15 4 0 0 73.3

　 リ ジ ョ ン 小 計　 10 199,320 5 52 258 262 1 4 259 86 69 72

332-C 合計 140 5,153,270 23 404 1,814 1,839 6 13 1,832 535 401 503

2018年９月度 マンスリー集計表 会員数 1,832名
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　各地域の首長へ訪問させていただき、世界のライオンズクラブの動向や宮城
県における本年度の地区方針など、地域でのライオンズクラブ活動についても
お話をさせて頂きました。御公務でご多忙の中、誠にありがとうございました。

原田ガバナーの故郷である岩沼市の菊地啓夫市長への表敬訪問

村井嘉浩宮城県知事への表敬訪問

南三陸町の佐藤仁町長への表敬訪問 大崎市の伊藤康志市長への表敬訪問

表敬訪問特集


